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　引き続き、熱中症・コロナ対策をお願いします

皆さん毎日の作業お疲れ様です。

猛暑、 酷暑のシーズンはまだ続きますが、 加えて昨年来

のコロナ緊急事態宣言下の夏となりました。 9 月中の緊急

事態宣言延長も発表され、感染者数も激増の一途をたどっ

ております。

引き続き、 熱中症対策、 コロナ対策においては、 皆様の

ご協力のもと業務を行って参りたいと思いますので、 宜しく

お願い致します。 この様な作業環境としては非常に大変な

時期であり、 実体経済は減退した状況で停滞気味です。

その中でも何とか成長、 現状以上を目指して計画を進行

中ですが、 この 7 月 ・ 8 月は大変に事故が急増して足か

せとなっております。 近年の異常気象により高温状態での

作業になっていて、 平常月よりも事故の発生率が当社グ

ループ内だけでなく、 同業他社でも同じような傾向が見ら

れます。 理由としては、気温の高さによる判断力、認知力、

注意力の低下が大きいこと。 温度差による情緒不安定化

が特に正常な機能を阻害していることが原因です。

　プロドライバーとしての安全品質について

しかし、 私たちはプロとしてお客様にサービスを提供し、 報

酬を得ておりますので、 お預かりした商品を大切に扱いお

届けすること。 また、 公道を利用して他の公道を利用する

一般の方をはじめとする社会の皆さんと共存をしておりま

す。 プロとして安全運転最優先、 交通事故を防ぐことを率

先して行う義務があります。

上記のことから、 プロとして日常の気象環境を理解した行

動は仕事の一部です。 また、 異常気象と言っても近年の

傾向から、 それを統計的に予知した行動を取っていくことを

しなくてはなりません。

さらには、 管理者だけでなく、 現場の皆さんでこれに対応

する策を考え、 対応していくことが重要だと思います。

管理者はお客様に対する対応、 要請など環境を整えるこ

と。 現場は安全 ・ 品質を上げる又は守る為の対応を行っ

ていくこと。 それぞれの役割で全体の良化を目指していくこ

とが大切です。

コロナ対策同様、安全・品質についても、「他人事ではなく、

自分の事として考える、 実践していく」 ことをお願いしたい

と思います。

同じ方法で結果が出ていない現状としては、 「一人で考え

対応することから全体で考え対応することに変える」、 「全

体で考える機会を作っていなければ、 全体で考える機会

をつくる」 など、 新しい視点で物事に取り組む変化を皆さ

んで行い、 全員の安全とお客様に対する品質、 他社と競

争で勝ち残れる企業として成長できることを考えて参りま

しょう。

    

冒頭に申し上げました通り、 全従業員の皆さん、 ご家族

関係者の皆様方におかれましては、 昨年来から日常が一

変しコロナ対策とそれまであったシーズンでの健康、 安全

対策の両方を行わなくてはならない中、 大変ご協力を頂

き有難う御座います。 まもなく当グループ全社とも中間期

を迎えます。 何とか今期の終わりには昨年よりも良くなる目

標を達成できることと思っておりますが、 皆様の更なるご

支援なしには達成できないことであることに代わりありませ

ん。 何卒、 引き続きの一層のご支援とご協力をお願い申

し上げます。
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　構内でのトラック接車時にも雨の日は水滴によりサイドミラーが

見づらくなり、 窓を開けての確認も省きがちになります。 また、

いつもよりも 「近くに接車したい」 との心理から、 バック事故のリ

スクが高まります。 雨の日にもバック時には躊躇することなくトラッ

クの両窓を全開にできるよう、 日頃から運転室内の整理整頓を

進めることも雨の日の事故防止対策となります。

雨天時こそバック事故対策を！
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